
　はじめに

　毎年行っている木製サッシフォーラムも今年で

ちょうど10年目を迎えました。そこで今回は，もう

一度木製サッシの良さを見つめ直そうということを

テーマに，木材の基本的な特徴や,今後求められてい

く木製サッシについてお話ししたいと思います。

　木の良さ

・軽くて強い

　木の良さの

1つに，軽く

て強いという

ことがありま

す 。 図 1 は

引っ張り強度

を比重で割っ

たもの，つま

り重さあたりの強度を示していますが，木は非常に

強い材料であるということがお分かりいただけるか

と思います。

・湿度調整する

　木の良さの2つめには，調湿作用があるということ

があげられます。図2は内装にビニールシートを用い

た場合と，合板を用いた場合の湿度の変化を示して

います。ビニールシートを用いた場合は，湿度は外

気と同じように変動します。

　一方，合板を用いた場合には湿度は一定に保たれ

ています。このように，木材には吸湿したり放湿し

たりといった調湿作用があります。 

・熱を伝えにくい

　熱を伝えにくい，というのも木材の特徴です。図3

は各種材料の熱伝導率を示したものですが，アルミ

や鉄といっ

た金属に比

べ木材は非

常に熱を伝

えにくいこ

とがわかり

ます。単純

に木とアル

ミとを比較

した場合，

1300倍以上もの差があります。ちなみに，樹脂サッ

シの材料であるポリ塩化ビニルと木材はどちらも熱

伝導率は低いことがわかります。 

　今言ったことをサーモグラフィーの写真で示した

のが図4です。これは温度の分布を色分け したもので

す。上2枚の写真が初期状態，下2枚の写真がそれぞ

れの材料に一定時間手を押し当てて離した直後の写

真です。右の材料が木で，左の材料がアルミです。

　木の方は，手の温度が変わっていない，つまり熱

がほとんど奪われていないことがわかります。ま

た，木に手形が残っていることから，周りに熱が拡

散していないことを示しています。

　一方アルミの方は，手の熱がかなり奪われてい
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図2　住宅内の湿度変化
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図4　木材とアルミの熱的性質の違い

図1　各種材料の比強度
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ことがわかります。また，アルミの方に手形は残っ

ておらず，材料全体に熱が拡散し，放熱してしまっ

ていることを示しています。 

　木の香り

　木の香りは良いにおいだと感じる方が多いかと思

いますが，そのような香りをかいだ時，人はリラッ

クスした状態になっています。図5は，精油，つまり

植物由来の揮発

性の芳香物質を

かいだときの血

圧の低下を調べ

た実験結果の抜

粋です。通常の

血圧に対して，

それぞれの香り

をかいだときの

変化を％で表し

ています。これ

によると，木材

の香りをかいだ時血圧が低下しており，リラックス

していることがわかります。 

　環境に優しい

　次にエネルギー的な視点から見てみると，図6に示

すように，木材は製造に必要なエネルギーが少ない

材料です。現在，大気中の二酸化炭素の増加による

温暖化が問題になっていますが，製造時のエネル

ギーが少ないということは，排出する二酸化炭素が

少なく，自然環境に優しいということができます。 

　また，炭素を貯蔵できるという点も重要な特徴で

す。表1は同じ大きさの窓を作ったときに放出される

エネルギーを，炭素収支の形で示したものです。木

材は重量にしておよそ半分が炭素から成っていま

す。この炭素は樹木が大気中の二酸化炭素を吸い込

んだものなのです。ですから木材を使うと，その分

の二酸化炭素が木材中に貯蔵されている状態にある

ことになります。

　このように，製造に必要なエネルギーが少ないと

いうことと，炭素を貯蔵できるということが，木材

が自然環境に優しいといわれるゆえんです。

　目指すべき社会

　最後に，木を使うことの本質的に重要な点につい

て説明します。図7は現在の社会と目指すべき社会の

概念図ですが，現在はエネルギーや身近な材料など

をかなり石油に頼ってしまっているのが現状です。

　石油は炭素が凝縮され地下にうまっているものな

ので，これを使うことによって，大気中の二酸化炭

素濃度はどんどん上ってきてしまっています。

　一方，木材は空気中の二酸化炭素からできていま

すから，現在石油に頼っている部分をなるべく木材

に置き換えて，空気中に新たに放出される二酸化炭

素を減らしていこう，というのが目指すべき社会で

す。木材を使うことはわれわれ人間にとっても地球

全体にとっても望ましいことなのです。

資料：「平成14年度森林・林業白書」
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図5　香りによる血圧の低下
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表1　木製サッシとアルミサッシの製造時の炭素収支
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　木製サッシのよさ

・断熱性が高い

　木製サッシのよさとしては，まず断熱性が高いこ

とがあげられます。図8は，それぞれの材料における

窓全体の熱貫流率の一例を示しています。熱貫流率

というのは熱の通りやすさということで，数値が低

いほど断熱性が高いことを示しています。ここでは

ガラスを同じ条件にした場合，それぞれの枠の材料

によってどれだけ断熱性能に違いがあるのか，とい

うことを示して

います。これを

見ますと，アル

ミに比べ，木製

サッシと樹脂

サッシは断熱性

が高いことがわ

かります。 

・結露しにくい

　木製サッシのよさの

2点目に，結露しにく

いということがあげら

れます。図9は室内側

を 2 0 ℃ ， 室 外 側 を

-20℃，湿度60％の条

件で枠への結露の有無

を調べた結果です。結

露しないために必要な

のは断熱性能ですが，

ほぼ断熱性能が同じ木

製サッシと樹脂サッシ

で結露の有無に差が見

られるのは，木材には調湿作用があるためです。

・加工しやすい

　加工しやすく，デザイン性に富むという点も木製

サッシの利点です（写真1～3）。

　例えば，写真3のような

普通の規格にない窓を作

る場合，アルミや樹脂で

すと，工場のラインや，

金型から作り直さなくて

はならず，膨大な費用が

かかります。一方木製の

場合，比較的容易に変形

が可能なので，こういった規格外のデザインに対応

しやすいという利点があります。

　最近の木製サッシの動向

・世界の木製サッシの需要

　世界のサッシの需要，特に欧米の窓に注目してみ

ると，木製サッシの需要が非常に高いことがわかり

ます（図10）。これは木材が他の材料に比べ手に入

りやすいことや，環境への意識の高まりなどが要因

の一つとしてあるようです。

　一方，日本では木製サッシの割合は数％程度で，9

割以上がアルミサッシです。この原因の一つに，昔

の日本の木製サッシは気密性が極めて悪かったた

め，気密性の高いアルミサッシに一気に置き換わっ

てしまったことがあげられます。ただ，今の木製

サッシの気密性はアルミサッシと変わりませんから

ご安心ください。

　日本で木製

サッシの需要

がなかなか伸

び な い 原 因

は，価格が高

いということ

と，耐久性や

メンテナンス

の問題にある

ようです。 

・日本の木製サッシの需要

　図11は日本の木製サッシの

需要を示しています。ここで

注目すべきは大手住宅メー

カーが，本格的に木製サッシ

に進出していることです。住

宅も作っている大手国産サッ

シーメーカーが木製サッシを本格的に取り組みだし

たことから，今後は木製サッシがより普及してい

き，価格がもっと抑えられる可能性があります。
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写真1　木と暮らしの情報館 写真2　層雲峡で使われている
木製サッシ

写真3　洞爺村で使われている
木製サッシ

図8　各種サッシの熱貫流率

図10　日本と諸外国の窓の内訳（1989年）
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　今後求められる窓とその技術

・消費者が求める窓

　図12は新築もしくはリフォームした方へのアン

ケート結果です。この結果から理想的な窓は「掃除

をしなくてよい窓」，「防犯性の高い窓」，「結露

しない窓」となっています。

・結露しない窓

　窓の結露のことを考える上では，ガラス面と枠と

を別々に考えることが必要です。

　ガラスに関しては，最近では複層ガラスが主流に

なっていますが，この中でも色々種類があります。

それぞれの断熱性能を図13に示します。このよう

に，ガラスの性能はどんどん上がってきており，壁

に求められる断熱性能に近づいています。

　また，枠については，断熱性の高い木製と樹脂製

が有利です。さらに，先ほどもお話ししましたが，

木は調湿作用があるため，樹脂よりも結露しにくい

です。
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資料：社団法人日本建材産業協会資料
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資料：「木製サッシハンドブック」

・掃除がしやすい窓

　次に掃除のしやすい窓，特に窓の外側の掃除がし

やすい窓について話します。

　日本の住宅に使われている窓は，「引き違い」や

「外開き」という開閉方式の窓が主流です（図

14）。これらの窓は外側の掃除がやりにくいという

欠点があります。一方，「回転窓」や，「ドレー

キップ窓」は，窓の外側を容易に掃除することがで

きます。

　他には，光触媒によって自動的に窓ガラスの汚れ

を落とす技術も開発され，実際に商品化されてきて

います。

　最近の木製サッシ

　最近の木製サッシでは，室外側の木の部分にアル

ミをかぶせ，耐候性を持たせた窓が開発され，普及

してきています（写真4）。

　これは木が直接

外部にさらされて

いるわけではない

ので，塗装などの

メンテナンスが不

要です。また，室

外 側 と 室 内 側 で

まったく違ったデ

ザインにすること

ができます。

　今後求められていくサッシとは

　現在，北海道では，北海道にふさわしい住宅の推

進を図るべく，次世代北方型住宅基準というものを

作成しました。ここでは4つの視点，つまり「安心・

健康」「長寿命」「環境との共生」「地域らしさ」

を満たす住宅を推奨していきます。

　木製サッシは，自然環境への負荷が少なく，また

地域材を使っていくことによって地域らしさという

ものも作っていくことが可能です。

　今後は，「断熱性」や「結露しにくい」などこれ

まで窓に求められてきた性能だけでなく，「環境と

の共生」や「地域らしさ」といった木製サッシの新

たな魅力をアピールしていきたいと思っています。

図13　各種ガラスの熱貫流率

写真4　室外側がアルミで覆われた
木製サッシ

図12　あればいいなと思う窓ベスト5

省エネ基準で壁に求められる性能値
（鉄筋コンクリート造外断熱）
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